
- 45 - 

厚生労働科学研究費補助金（健康安全・危機管理対策総合研究事業） 

分担研究報告書 

 

建築物環境衛生管理における空気調和設備等の適切な運用管理手法の研究 

実測を踏まえた個別空調の温熱環境特性と運用の課題 

研究分担者  中野 淳太  東海大学 建築都市学部建築学科 准教授 

 

研究要旨 

2017～2020 年の夏季と冬季において、北海道、東京、埼玉、横浜、名古屋、大阪、福岡にある事

務所建築物 27 件にて行った調査の再分析を行い、空気環境不適合率上昇における個別空調方式の影

響を調査した。PAC+換気方式は外気の影響を大きく受け、特に相対湿度は不適合となる範囲まで分

布しやすい傾向にあることがわかった。空気温度および気流速度については、衛生管理基準の範囲を

超えることはまれであった。ISO17772-1 による評価結果からは、PAC+換気方式において総合評価

および PMV の評価がカテゴリ I～N/A まで広く分布していることがわかった。これは、同一空間内

でもインテリアとペリメータの空気温度および平均放射温度の差が大きくなる傾向にあるためであ

った。また、冬季の上下温度分布も中央方式より大きくなりやすいことが確認された。以上を総合す

ると、換気を伴う個別空調方式は外気湿度の影響を受けやすく、同一空間内の高さ方向および水平方

向の環境に分布が生じやすいことがわかった。また、同じ空調方式でも建物間の差が生じやすいと言

える。衛生管理において、個別空調方式では室内環境分布に着目した評価が重要になると考えられる。 

A．研究目的 

A1．空気環境不適合率上昇に関する調査と分析個

別空調方式の影響調査 

 R2 年度は COVID-19 の感染拡大により、事務

所建築における新規の実測調査が困難となった。

そこで、2017～2020 年の夏季と冬季に行った調

査の再分析を行い、空気環境不適合率上昇におけ

る個別空調方式の影響を調査した。 

 

A2．個別空調の温熱環境特性と運用の課題 

日本全国の事務所建築物における個別空調の室内

温熱環境を調査し、運用上の課題を明らかにする

ことを目的とする。 

 

B．研究方法 

B1．空気環境不適合率上昇に関する調査と分析個

別空調方式の影響調査 

 調査は 2017～2020 年の夏季と冬季に行い、北

海道、東京、埼玉、横浜、名古屋、大阪、福岡にあ

る事務所建築物 27 件を対象とした。測定対象建物

の詳細を表 1 に示す。規模に応じて特定建築物と

3,000 ㎡以下の建築物、空調方式は中央方式と個

別方式（PAC）を交えて選定した。建物によって

は、複数階の事務所を測定し、測定点は居住者の

滞在する室中央部（インテリア：i）と窓近傍（ペ

リメータ：p）の 2 点とした。測定高さは、温湿度

が床上 0.1m、0.6m、1.1m、1.7m の 4 点、その他

の項目は床上 1.1m とした。空気温度、湿度、グロ

ーブ温度は 15 分間測定の終了前 30 秒間の平均値、

気流速度は 3 分間の平均値を記録した。 

 これらの測定結果について、建築物衛生法の管

理基準および ISO17772-11)により評価を行った。

ISO17772-1 は、2017 年に制定された基準で、温

熱環境、空気環境、光環境、音環境に関する推奨値
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を示している。これらは居住者に期待される室内

環境の質のレベル（高、中、ひかえめ、低）に応じ

て、Ⅰ∼Ⅳのカテゴリに分けられている。温熱環境

については、PPD（予測不満足者率）、ドラフト、

上下温度分布、および非対称放射について不満足

者率により推奨値を示している。温熱環境に関す

るカテゴリ別不満足者率推奨値を表 2 に示す。 

 

B2．個別空調の温熱環境特性と運用の課題 

 調査は 2017～2022 年の夏季と冬季に行い、北

海道、東京、埼玉、横浜、名古屋、大阪、福岡に

ある事務所建築物 26 件を対象とした。測定対象

建物の詳細を表 3 に示す。規模は特定建築物と

3,000 ㎡以下の建築物に分けてあるが、空調方式

はすべて個別方式（PAC）とした。測定方法は、

建築物衛生管理基準を満たしつつ、より高い快適

性の評価を目的とした ASHRAE55-2020 基準 2)

に準拠した。建物によっては、複数階の事務所を

測定し、測定点は以下の基準で各フロアについて

最低 2 点以上の測定点を設けた。 

・部屋または空間の中央かつ座席近傍となる点

（インテリア） 

・最も大きな窓の中央から 1m 以内かつ座席近傍

となる点（ペリメータ） 

空気温度と相対湿度は、居住域の代表となる以

下の 4 点で 15 分間記録し、最後の 30 秒間の平

均値を代表値とした。 

・0.1m くるぶし 

・0.6m 座位体中心 

・1.1m 座位頭部・立位体中心 

・1.7m 立位頭部 

 

各空間の最も大きな窓のある方向を正面とし、

高さ 1.1m にて上下左右前後の 6 方向について微

小面放射温度を計測した。5 分間計測し、最後の

30 秒の平均を代表値とした。微小面放射温度

は、微小平面に入射する放射束が実環境と同等に

なる均一な黒体閉空間の内表面温度である。逆と

なる 2 方向を測定することで、非対称放射温度に

よる不均一環境の局所不快を評価できる。6 方向

を測定し、重み付け平均をすることで人体の形状

を考慮した平均放射温度を求めることができる。

座位の執務者が主であるため、以下の式を用いて

平均放射温度を求めた。 

 

     
 30.022.018.02

30.022.018.0





後前左右下上

prt  

 

また、高さ 1.1m にて気流速度を 3 分間計測し、

その最大値、平均値、最小値を記録した。 

 

C．研究結果 

C1．空気環境不適合率上昇に関する調査と分析個

別空調方式の影響調査 

１）空調方式による分類 

計 104 点の測定結果を 2 つの季節（夏季・冬季）

および 3 つの空調方式に分類して分析を行った。

分類別の測定点数を図 1 に示す。 

最も多いのは換気のある個別空調方式（PAC+換気）

で 66 件であった。次に多かったのは中央方式（中

央）の 30 件で、換気のない個別空調方式（PAC）

は 8 点であった。PAC は他の分類と比較して件数

が少ないため、参考データとして扱う。 

 

２）全測定点の測定結果 

測定時の外気温に対する高さ 1.1m の室温を図

2 に示す。分布は、外気温 20℃を境に夏季と冬季

の 2 群に分かれていた。冬季の中央方式の室温は

外気温と比例関係が見られたが、PAC と PAC+換

気は相関が見られなかった。特に PAC+換気は、

21.5～27.7℃の範囲で室温が広く分布していた。

夏季はいずれの空調方式も外気温と室温に相関は

なく、外気と無関係に室温が制御されている実態

が明らかになった。 

測定時の外気湿度に対する高さ 1.1m の室内絶

対湿度を図 3 に示す。外気絶対湿度が 10 g/kg’以

下となる冬季は、加湿や人体からの発湿により概

ね室内絶対湿度が外気を上回っていた。夏季は除

湿により室内の絶対湿度が低くなっており、いず

れの季節も空調方式による差は小さかった。 
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空気温度、相対湿度、気流速度、平均放射温度に関

する全測定点の結果を比較した。夏季結果を図 4

に、冬季結果を図 5 に示す。X 軸の測定点の下に

あるマーカーは空調方式を、添え字の i はインテ

リア、p はペリメータを示す。また、空気温度、相

対湿度、気流速度については衛生管理基準値を赤

線で示す。 

 

３）建築物衛生法管理基準の適合状況 

全測定点における建築物衛生法管理基準（以下、

衛生管理基準）の適合状況を図 6 に示す。不適合

率で見ると、気流速度は 0%、空気温度は 2%であ

ったのに対し、相対湿度は 35%と最も高かった。 

季節および建物分類による適合状況を図 7 に示す。

空気温度で不適合となったのは夏季に 28℃を超

えた 2 点のみであった。図 4 で確認すると、いず

れも測定空間面積が 44m2 の小規模オフィス F01

で、PAC+換気であった。 

夏季に相対湿度が不適合となったのは PAC+換

気の特定建築物 A03 の 2 点のみで、外気相対湿度

が 90%を超えている条件であった。冬季の相対湿

度は 68%と全体的に不適合率が高く、特に PAC+

換気では 81%が不適合となっていた。 

PAC+換気方式が外気条件の影響を受けやすく、特

に相対湿度は不適合となる範囲まで変化しやすい

傾向にあることがわかった。 

 

４）ISO 17772-1 による評価結果 

ISO 基準による評価に当たり、高さ 1.1 m の空

気温湿度、平均放射温度、気流速度の測定結果、代

謝量 1.1 met から PMV および PPD を求めた。着

衣量は夏季 0.5 clo、冬季は 1.0 clo とした。 

局所不快感については推奨値がカテゴリ III まで

示されているため、上限値を超えた場合は IV 評価

とした。PMV の推奨値はカテゴリ IV まで示され

ているため、上限値を超えた場合は「N/A（不適合）」

とした。総合評価は、4 つの評価項目のうち、最も

低い評価を適用した。 

全測定点のカテゴリ評価結果を図 8 に示す。総

合評価のカテゴリ I は 13%、カテゴリ II が最も多

い35%、カテゴリ IIIと IVがそれぞれ29%、21%、

評価対象外が 2%となった。衛生管理基準において

は、冬季の相対湿度以外は概ね適合していたのに

対し、ISO17772-1 による総合評価では、全体の約

1/4 が最も低いレベルまたは不適合に相当するこ

とがわかった。 

 項目別に見ると、全測定点の評価結果で、最も

カテゴリ I の評価が低かったのが PMV であった。

反対に、非対称放射はすべての測定点でカテゴリ

I の評価であった。以下の分析は、季節および空調

方式の種別に分けて行うが、PAC の調査件数は他

の方式と比べて極端に少ないため、参考値として

示す。 

 季節および空調方式の種別による各項目のカテ

ゴリ評価を図 9 に示す。総合評価では、PAC+換気

がいずれの季節も I～N/A まで広く評価が分布し

ていることがわかった。中央方式も夏季は同様の

傾向が見られるものの、冬季はカテゴリ II と III

のみで、一定の範囲内に環境調整されていた。

PMV は総合評価とほぼ同等の分布となっていた

が、PAC＋換気のカテゴリ I 評価の割合が高くな

っていた。夏季の上下温度分布は 1 点を除いて全

て I 評価であったが、冬季の PAC+換気では I 評

価は 28%に激減しており、38%が IV 評価となっ

ていた。夏季のドラフトは、いずれの空調方式も

約 6 割が I 評価であった。冬季の中央方式は I 評

価が 87.5%まで上昇していたが、PAC+換気では

53%と微減していた。 

 夏季における全測定点の PMV 評価結果を図 10

に示す。カテゴリ II に相当する±0.5 の値を太線

で示している。カテゴリ I の評価には PMV が±

0.2 以内、カテゴリ II には±0.5 以内である必要が

ある。夏季には+0.5 を超えていたのは、主にペリ

メータゾーンであった。-0.5 を下回る測定点も見

られたが、これらに特定の傾向は見られなかった。

冬季における全測定点の PMV 評価結果を図 11 に

示す。-0.5 を下回る測定点はなく、±0.5 を逸脱し

ていたのはすべて上限を超えたためであった。 

 高さ 0.1m の空気温度に対する高さ 1.1m の空

気温度を図 12 に示す。高さ 1.1m の空気温度は

0,1m よりも高い傾向にあり、23℃以下で温度差が

大きくなる傾向にあった。特に PAC＋換気方式は
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分布が大きく、冬季の中央式の平均温度差が 1.0℃

に対し、冬季のPAC＋換気方式は2.6℃であった。 

 

５）インテリアとペリメータの環境の差 

 同一空間内のインテリアを基準としたペリメー

タとの環境の差を図 13 に示す。PAC の結果は省

略し、中央式と PAC+換気の比較を行っている。 

 相対湿度、絶対湿度および気流速度については、

空調方式による差は見られなかった。しかし、空

気温度と平均放射温度については、PAC+換気の分

布が広く、結果的に PMV の値も分布が広くなっ

ていることがわかった。 

 

C2．個別空調の温熱環境特性と運用の課題 

C2.1．季節ごとの温熱環境特性 

C2.1.1．空気温度 

 図 14 に高さ 1.1m の空気温度の度数分布を示

す。夏季の 1 つの建物を除き、18～28℃の衛生

管理基準を満たしており、夏季平均値が

25.9℃、冬季平均が 24.2℃であった。 

外気温に対する室温を図 15 に示す。夏季に比

べ、冬季の方が室温のばらつきが大きくなってい

ることがわかった。 

高さ 0.1m と 1.1m の空気温度差と外気温の関

係を図 16 に示す。ASHRAE 55 基準では、くる

ぶし（0.1m）と座位頭部（1.1m）の温度差が

3℃を越えないことを推奨している。夏季は推奨

範囲内にあるが、冬季は 3℃を超える値が見ら

れ、外気温が低いほどその傾向は顕著になった。 

 

C2.1.2．平均放射温度 

高さ 1.1m の平均放射温度の度数分布を図 17

に示す。夏季は温度の高い方に、冬季は温度の低

い方に広く分布しており、平均値はそれぞれ

27.3℃、23.5℃であった。 

 高さ 1.1m の空気温度に対する平均放射温度を

図 18 に示す。夏季は平均放射温度が空気温度よ

りも平均で 1.4℃高く、冬季は 0.8℃低くなる傾

向が見られた。 

 

C2.1.3．相対湿度 

高さ 1.1m の相対湿度の度数分布を図 19 に示

す。夏季は 1 点を除き、衛生管理基準を満たして

おり、平均値は 55.1%であった。冬季は測定点の

83%が下限の 40%を下回っており、平均値は

31.4%であった。 

図 20 に外気温に対する相対湿度を示す。外気

の湿度にかかわらず、外気温が 15℃未満になる

と管理基準値を下回る割合が急激に増加すること

がわかった。 

 

C2.1.4．気流速度 

図 21 に高さ 1.1m の気流速度の度数分布を示

す。管理基準値の 0.5 m/s を超えたのは 1 点のみ

で、その他は基準値を満たしていた。 

 

C2.2．インテリアとペリメータの環境の差 

 インテリア（室中央）を基準とし、ペリメータ

（窓から 1m 以内）の環境の違いを分析した。 

 

C2.2.1．空気温度 

 図 22 に高さ 1.1m の空気温度の度数分布を示

す。夏季はペリメータでの日射等の影響により、

インテリアよりも空気温度が高くなる傾向が見ら

れた。冬季はペリメータの冷えおよび暖房の影響

で、インテリアより高い方にも低い方にも分布し

ていた。 

高さ 0.1m と 1.1m の空気温度差について、夏

季の結果を図 23 に、冬季の結果を図 24 に示

す。 

夏季はすべての測定点で ASHRAE 55 の基準

である 3℃以内であったが、ペリメータの上下温

度差がやや大きくなる傾向にあった。冬季はどの

測定点も足元の温度が低く、1.1m との温度差は

最大 7.5℃まで広く分布していた。インテリアも

ペリメータも同様に上下温度分布が大きかった。 

 

C2.2.2．平均放射温度 

 図 25 に高さ 1.1m の平均放射温度差の比較を

示す。夏季は、日射の影響によりペリメータで平

均放射温度が高くなる傾向にあり、冬季は窓面の
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冷却により低くなっていた。空気温度に比べる

と、夏季と冬季の差が顕著に分かれていた。 

 

C2.2.3．湿度 

 相対湿度は空気温度の影響を受けるため、温度

差のある環境の湿度を比較するのに相対湿度は適

さない。そのため、高さ 1.1m の絶対湿度をイン

テリアとペリメータで比較した結果を図 26 に示 

す。冬季は 0 g/kg’が 55％を占めており、インテ

リアとペリメータの差は小さかった。夏季は分布

がやや大きい傾向が見られたものの、1.5 g/kg’以

内であった。 

 

C2.2.4．気流速度 

 図 27 に高さ 1.1m の気流速度の比較を示す。

冬季はインテリアとペリメータの差が±0.1 m/s

の範囲内であった。夏季も 0.5m/s を超える気流

はなかったものの、分布が大きくなる傾向が見ら

れた。 

 

D．結論 

D1．空気環境不適合率上昇に関する調査と分析個

別空調方式の影響調査 

PAC+換気方式は外気の影響を大きく受け、特に

相対湿度は不適合となる範囲まで分布しやすい傾

向にあることがわかった。空気温度および気流速

度については、衛生管理基準の範囲を超えること

はまれであった。 

 ISO17772-1 による評価結果からは、PAC+換気

方式において総合評価および PMV の評価がカテ

ゴリ I～N/A まで広く分布していることがわかっ

た。これは、同一空間内でもインテリアとペリメ

ータの空気温度および平均放射温度の差が大きく

なる傾向にあるためであった。また、冬季の上下

温度分布も中央方式より大きくなりやすいことが

確認された。 

 以上を総合すると、換気を伴う個別空調方式は

外気湿度の影響を受けやすく、同一空間内の高さ

方向および水平方向の環境に分布が生じやすいこ

とがわかった。また、同じ空調方式でも建物間の

差が生じやすいと言える。 

衛生管理において、個別空調方式では室内環境

分布に着目した評価が重要になると考えられる。 

 

D2．個別空調の温熱環境特性と運用の課題 

日本全国の個別空調を行っている事務所建築物

26 件と対象に夏季と冬季の実測調査を行い、温

熱環境特性を分析した。測定方法は、建築物衛生

法および ASHRAE55-2020 基準に準拠した。 

空気温度は。夏季の 1 つの建物を除き、18～

28℃の衛生管理基準を満たしており、夏季平均値

が 25.9℃、冬季平均が 24.2℃であった。高さ

0.1m と 1.1m の空気温度差について、夏季は

ASHRAE55-2020 基準の推奨範囲内であった

が、冬季は 3℃を超える値が見られ、外気温が低

いほどその傾向は顕著になった。夏季の平均放射

温度は高い方に、冬季は低い方に広く分布してお

り、平均値はそれぞれ 27.3℃、23.5℃であった。

夏季は平均放射温度が空気温度よりも平均で

1.4℃高く、冬季は 0.8℃低くなっていた。 

 夏季の相対湿度は概ね衛生管理基準値を満たし

ていたが、冬季は測定点の 83%が下限の 40%を

下回っており、平均値は 31.4%であった。外気の

湿度にかかわらず、外気温が 15℃未満になると

管理基準値を下回る割合が急激に増加することが

わかった。気流速度については。管理基準値の

0.5 m/s を超えたのは 1 点のみで、その他は基準

値を満たしていた。 

インテリアとペリメータの環境を比較したと

き、夏季はペリメータでの日射等の影響により、

インテリアよりも空気温度が高くなる傾向が見ら

れた。冬季はペリメータの冷えおよび暖房の影響

で、インテリアより高い方にも低い方にも分布し

ていた。冬季はどの測定点も高さ 0.1m の温度が

低く、1.1m との温度差は最大 7.5℃まで広く分布

していた。インテリアもペリメータも同様に上下

温度分布が大きかった。平均放射温度は、冬季に

ペリメータが低くて夏季にインテリアが高く、そ

の傾向は空気温度よりも顕著であった。湿度と気

流速度については、インテリアとペリメータの差

は小さかった。 
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個別空調の運用上の課題は、まず冬季の湿度管

理である。特に外気が 15℃を下回ると不適率が

急増する傾向にあり、十分な加湿が不可欠であ

る。空気温度については、高さ 1.1m の管理基準

値は満たしているものの、吹き出し口が誘引式で

はないために、室内空気との撹拌が不十分であ

る。冬季に高さ 0.1m と 1.1m の上下温度差が大

きくなりやすい点に注意が必要である。また、個

別空調ではペリメータ負荷処理用の空調系統を備

えていないことが多い。放射環境の差をペリメー

タ近傍のインテリア用個別空調でカバーしようと

すると、室内での空気温度の分布が大きくなる要

因となる。 

全体的な傾向として、個別空調では中央式空調

に比べて水平方向および垂直方向の分布を生じや

すく、特に冬季にその傾向が顕著になる。衛生管

理基準を満たしていても、潜在的な不快の要因と

なりうる点に配慮する必要がある。 
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都道
府県

建築物
区分

ID 季節 調査⽇
測定
階

測定
場所
⾯積
 [m2]

天井
⾼

 [m]
空調設備

特定建築物 H01 夏 2017/8/25 3F 200 2.5 中央式（AHU）
3,000㎡未満 H02 夏 2017/8/25 6F 25 2.5 個別式（PAC+換気）
3,000㎡未満 H03 夏 2017/8/25 2F 75 2.6 個別式（PAC）

東京 特定建築物 E01
夏
冬

2018/9/18
2018/1/10

6F 118 2.4 個別式（PAC+換気）

E02-1 1F 328 2.8 個別式（PAC+換気）
E02-2 2F 409 2.8 個別式（PAC+換気）
E02-3 3F 614 2.8 個別式（PAC+換気）

東京 3,000㎡未満 E03 夏 2018/8/23 3F 169 2.54 個別式（PAC+換気）

東京 特定建築物 E04
夏
冬

2018/9/18
2018/12/19

27F 1178 3 中央式（外調機+放射）

東京 特定建築物 E05 秋 2018/9/18 1F 133 2.56 個別式（PAC）
E06-2 2F 123 2.9 中央式（外調機）
E06-1 1F 204 2.9 中央式（外調機）

東京 3,000㎡未満 E07
夏
冬

2019/8/1
2020/1/15

3F 55 2.41 個別式（PAC+換気）

東京 特定建築物 E08 夏
2019/8/1
2020/2/17

9F 1050 2.71 中央式（外調機）

東京 3,000㎡未満 E09
夏
冬

2019/8/1
2020/2/14

3F 92 2.4 個別式（PAC+換気）

東京 3,000㎡未満 E10
夏
冬

2019/8/27
2020/2/21

5F 93 2.5 個別式（PAC+換気）

東京 3,000㎡未満 E11
夏
冬

2019/8/27
2020/2/17

5F 196 2.4 中央式（外調機）

東京 3,000㎡未満 E12
夏
冬

2019/8/27
2020/1/15

2F 110 2.5 個別式（PAC+換気）

群⾺ 3,000㎡未満 E13 冬 2020/2/21 2F 個別式（PAC+換気装置）
東京 特定建築物 E14 冬 2020/2/21 8F 中央式（外調機）

特定建築物 A01
夏
冬

2019/8/29
2020/2/13

6F 96 2.5 中央式（外調機）

3,000㎡未満 A02
夏
冬

2019/8/30
2020/2/13

4F 176 2.7 個別式（PAC+換気）

特定建築物 A03
夏
冬

2019/8/30
2020/2/13

4F 266 2.5 個別式（PAC+換気）

3,000㎡未満 W01
夏
冬

2018/8/28
2018/3/5

2F 124 2.3 個別式（PAC+換気）

3,000㎡未満 W02
夏
冬

2018/8/29
2018/3/5

2F 109 2.7 個別式（PAC）

特定建築物 W03
夏
冬

2018/8/29
2019/1/10

2F 193 2.4 中央式（外調機+PAC）

3,000㎡未満 F01
夏
冬

2018/8/27
2019/1/11

6F 44 2.5 個別式（PAC+換気）

3,000㎡未満 F02
夏
冬

2018/8/27
2019/1/10

2F 93 2.4 個別式（PAC+換気）

3,000㎡未満 F03
夏
冬

2018/8/27
2019/1/11

2F 122 2.6 個別式（PAC+換気）

特定建築物 F04
夏
冬

2018/8/28
2019/1/11

4F 383 2.45 個別式（PAC+換気）

⼤阪

福岡

夏
冬

2018/8/23
2018/1/10

神奈川 3,000㎡未満 夏
冬

2019/8/2
2018/12/18

北海道

埼⽟ 3,000㎡未満

名古屋

表 1 調査対象建築物 
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区分 PPD ドラフト 上下温度分布 ⾮対称放射

I < 6 < 10 < 3 < 5

II < 10 < 20 < 5 < 5

III < 15 < 30 < 10 < 10

IV < 25

表 2 ISO17772-1 の温熱環境に関するカテゴリ別推奨値（不満足者率） 

夏季 冬季
北海道 H02 中規模 PAC+換気 6 2017/8/25
北海道 H03 中規模 PAC 2 2022/9/2 2023/1/18
北海道 H06 中規模 PAC＋換気(HEX) 2 2022/2/10
北海道 H07 中規模 PAC 2 2022/9/2 2023/1/18
福島 T01 中規模 PAC＋換気 1 2022/2/8
秋⽥ T02 特定建築物 PAC＋換気(HEX) 4,8 2022/9/29 2023/2/14
秋⽥ T03 特定建築物 PAC＋換気(HEX) 2,5 2022/9/29 2023/2/14
東京 E01 特定建築物 PAC+換気 6 2018/9/18 2018/1/10
埼⽟ E02 中規模 PAC+換気 1,2,3 2018/8/23 2018/1/10
東京 E03 中規模 PAC+換気 3,7 2018/8/23
東京 E05 特定建築物 PAC 1 2018/9/18
東京 E07 中規模 PAC+換気 2019/8/1 2020/1/15
東京 E09 中規模 PAC+換気 2019/8/1 2020/2/14
東京 E10 中規模 PAC+換気 2019/8/27 2020/2/21
東京 E12 中規模 PAC+換気 2019/8/27 2020/1/15
群⾺ E13 中規模 PAC+換気 2 2022/8/30 2020/2/21
東京 E15 特定建築物 PAC＋換気 8 2022/8/31 2021/12/15
埼⽟ E16 中規模 PAC＋換気(HEX) 2 2022/8/31 2021/12/16
名古屋 A02 中規模 PAC+換気 4 2019/8/30 2020/2/13
名古屋 A03 特定建築物 PAC+換気 2019/8/30 2020/2/13
⼤阪 W01 中規模 PAC+換気 2 2018/8/28 2018/3/5
⼤阪 W02 中規模 PAC 2 2018/8/29 2018/3/5
福岡 F01 中規模 PAC+換気 6 2018/8/27 2019/1/11
福岡 F02 中規模 PAC+換気 2 2018/8/27 2019/1/10
福岡 F03 中規模 PAC+換気 2 2018/8/27 2019/1/11
福岡 F04 特定建築物 PAC+換気 4 2018/8/28 2019/1/11

九州

測定⽇
地域 都道府県 Code 規模 空調⽅式 階数

北海道

東北

関東

東海

近畿

表 3 個別空調の調査建物概要 
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図 1 建物分類別測定点数 

図 2 外気温と室温 図 3 外気絶対湿度と室内絶対湿度 
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図 4 夏季測定結果（上：空気温度、中：相対湿度、下：気流速度） 

i: インテリア p: ペリメータ  
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図 5 冬季測定結果（上：空気温度、中：相対湿度、下：気流速度） 

i: インテリア p: ペリメータ  



- 56 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0

20

40

60

80

100

PAC PAC+換気 中央式 PAC PAC+換気 中央式

夏季 冬季

不
適

合
率

(%
)

相対湿度不適合率

0

20

40

60

80

100

PAC PAC+換気 中央式 PAC PAC+換気 中央式

夏季 冬季

不
適

合
率

(%
)

空気温度不適合率

不適合

適合

0%

20%

40%

60%

80%

100%

空気温度 相対湿度 気流速度

割
合

(%
)

0%

20%

40%

60%

80%

100%

PMV 上下温度

分布

ドラフト ⾮対称

放射

総合評価

全
測

定
点

評
価

割
合

N/A IV III II I

図 6 衛生管理基準の適合状況（通年） 

図 7 衛生管理基準の建物分類別適合状況（左：空気温度、右：相対湿度） 

図 8 ISO17772-1 による評価結果 



- 57 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

i i p i p i p i p i p i i p i p i p i p i p i p i p i p i p i p i p i i p i p i p i p i p i p i p i p i p i p

H2 E1 E2-1 E2-2 E2-3 E3-3E3-7 E7 E9 E10 E12 A2 A3 W1 F1 F2 F3 F4 H1 E4 E6-1 E6-2 E8 E11 A1 W3 H3 E5 W2

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

i p i p i p i p i p i p i p i p i p i p i p i p i p i p i p i p i p i p i p i p i p i p i p i p i p

E1 E2-1 E2-2 E2-3 E7 E9 E10 E12 E13 A2 A3 W1 F1 F2 F3 F4 E4 E6-2 E6-1 E8 E11 E14 A1 W3 W2

0%

20%

40%

60%

80%

100%

PA
C

PA
C+

換
気

中
央

式

PA
C

PA
C+

換
気

中
央

式

夏季 冬季

PM
V評

価
割

合

N/A IV III II IPMV

0%

20%

40%

60%

80%

100%

PA
C

PA
C+

換
気

中
央

式

PA
C

PA
C+

換
気

中
央

式

夏季 冬季

総合評価

0%

20%

40%

60%

80%

100%

PA
C

PA
C+

換
気

中
央

式

PA
C

PA
C+

換
気

中
央

式

夏季 冬季

ド
ラ

フ
ト

評
価

割
合

ドラフト

0%

20%

40%

60%

80%

100%

PA
C

PA
C+

換
気

中
央

式

PA
C

PA
C+

換
気

中
央

式

夏季 冬季

上下温度分布

図 9 ISO17772-1 による建物分類別評価結果 

図 10 夏季 PMV 測定結果 

図 11 冬季 PMV 測定結果 
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図 12 高さ 0.1m の空気温度に対する高さ 1.1m の空気温度 

図 13 インテリアを基準としたペリメータとの環境の差 
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図 14 高さ 1.1m の空気温度度数分布 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 外気温に対する室内空気温度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16 外気温に対する上下空気温度差 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 17 高さ 1.1m の平均放射温度度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18 空気温度に対する平均放射温度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19 高さ 1.1m の相対湿度の度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 20 外気温に対する相対湿度 

  

0

10

20

30

40

18 20 22 24 26 28 30 32

相
対

度
数

(%
)

空気温度（℃）

夏季 冬季

15

20

25

30

-10 0 10 20 30 40

⾼
さ

1.
1m

の
空

気
温

度
（
℃

）

外気温（℃）

夏季 冬季

15

20

25

30

35

15 20 25 30 35

平
均

放
射

温
度

（
℃

）

空気温度（℃）

夏季MRT

冬季MRT

0

10

20

30

40

18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

相
対

度
数

(%
)

平均放射温度

夏季 冬季

0

10

20

30

40

20 30 40 50 60 70

相
対
度

数
(%

)

相対湿度(%)

夏季 0 冬季…

0

20

40

60

80

-10 0 10 20 30 40

高
さ

1
.1

m
の
相
対
湿
度

(%
)

外気温（℃）



- 60 - 

 

 

 

 

 

 

 

図 21 気流速度の度数分布 

図 21 気流速度の速度分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 22 インテリアとペリメータの空気温度差 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

図 23 夏季の高さ 0.1m と 1.1m の上下温度差 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 24 冬季の高さ 0.1m と 1.1m の上下温度差 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 25 インテリアとペリメータの平均放射温度差 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 26 インテリアとペリメータの絶対湿度差 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 27 インテリアとペリメータの気流速度差 
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